
礼拝DVDプログラム
① 題：「熟成の回り道」（28分）　 171216
 説教者 ：藤田昌孝
 聖書朗読 ：使徒行伝 ９:26~31
　 瞑想の言葉 ：河合隼雄「こころの処方箋」
 「何事も、即断せずに期待しながら見ていることによって、今までわからなかった可能性が明らか
になる。そして期待された人は変えられていく。素晴らしいことである。」

 始めの讃美歌 ：希望の讃美歌 43番
 終わりの讃美歌 ：希望の賛美歌 317 番

② 題：「台風の目の中の教会」（37分）　 180707
 説教者 ：花田憲彦
 聖書朗読 ：ヨハネの黙示録 ７：１~３
　 瞑想の言葉 ：E・G・ホワイト『教育』212 頁
 「天使たちは、きたるべき運命について世界に警告し終わるまでは風邪を吹かせないように、いま
戦争の風をひきとめている。しかし、あらしは迫り、いまにも地上に吹き荒れようとしている。
神が天使たちに風をひきとめている手をゆるめるようにお命じになるその時、そこには筆舌に表
わし得ない戦乱の光景が展開するであろう。」

 始めの讃美歌 ：希望の讃美歌 273番
 終わりの讃美歌 ：希望の讃美歌 432番

③ 題：「イエスのバプテスマ」（21分）　 180707
 説教者 ：柳 鍾鉉 
　 聖書朗読 ：マタイによる福音書 ３：13~17
 瞑想の言葉 ：E・G・ホワイト『原稿』125 1902 年
 「我々のために救い主は、全能の力をつかんでおられた。そして我々が神に祈るとき、キリストの
祈りが前もって天に昇り、神はそれを聞いてお答えになったことを知ることができる。あらゆる
罪と弱点を持っていても、我々は無価値な者として捨てられることはない。……救い主の頭上に
注がれた開かれた門からの光は、我々が誘惑に抵抗するための助けを求めて祈るとき、我々にも
注がれるであろう。イエスの心に語った声がすべての信心深い魂に語る、「これはわたしの愛する
子、わたしの心にかなうものである」と。」

 始めの讃美歌 ：希望の讃美歌 14番
 終わりの讃美歌 ：希望の讃美歌 216番

アドベンチストメディアセンターホームページ（http://www.adventistmedia.jp/video/worship/）
に礼拝プログラムのファイルを公開しております。週報の作成などでご利用ください。
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「台風の目の中の教会」　礼拝ノート

「あなたがたは、刈入れ時が来るまでには、まだ四か月あると、言っているではないか。しかし、
わたしはあなたがたに言う。目をあげて畑を見なさい。はや色づいて刈入れを待っている。」

（ヨハネ 4 章 35 節）

「また、もうひとりの御使が、生ける神の印を持って、日の出る方から上って来るのを見た。彼は
地と海とをそこなう権威を授かっている四人の御使にむかって、大声で叫んで言った、『わたしたち
の神の僕らの額に、わたしたちが印をおしてしまうまでは、地と海と木とをそこなってはならない』」。

（黙示録 7 章 2 節～ 3 節）

台風の三段階
① 最初の嵐　＝　　　　　　　　　　　　　　　　
② 台風の目　＝　　　　　　　　　　　　　　  ＝　　　　　　　　　 　　　　
③ 後半の嵐　＝　　　　　　　　　　　　　　  

「人々が平和だ無事だと言っているその矢先に、ちょうど妊婦に産みの苦しみが臨むように、突如と
して滅びが彼らをおそって来る。そして、それからのがれることは決してできない。」

（Ⅰテサロニケ 5 章 3 節）

「天使たちは、きたるべき運命について世界に警告し終わるまでは風を吹かせないように、いま戦争
の風をひきとめている。しかし、あらしは迫り、いまにも地上に吹き荒れようとしている。神が、
天使たちに風をひきとめている手をゆるめるようにお命じになるその時、そこには筆舌に表わし得
ない戦乱の光景が展開するであろう。」（『教育』212 ページ）

マタイ 25 章 1 節～ 13 節　　　　　
おとめ　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
あかり　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
油　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
おとめの役割　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

愚かなおとめの問題点とは？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「思慮の浅い女たちによって代表されている種類の人々は偽善者ではない。彼らは、真理に関心を
もち、真理を擁護し、真理を信じる人々に引き付けられてはいるが、聖霊の働きに自分自身をゆだ
ねていないのである。彼らは、岩なるイエス・キリストの上に落ちて、彼らの古い性質がくだかれ
ていない。」（『キリストの実物教訓』307 ページ）

「思慮の浅い女たちによって代表されている種類の人々は偽善者ではない。彼らは、真理に関心を
もち、真理を擁護し、真理を信じる人々に引き付けられてはいるが、聖霊の働きに自分自身をゆだ
ねていないのである。彼らは、岩なるイエス・キリストの上に落ちて、彼らの古い性質がくだかれ
ていない。」（『キリストの実物教訓』307 ページ）



「聖霊は、人が心の中に新しい性質の植えつけられるのを望んで、同意するのに応じて、人の心に
お働きになるのである。ところが、思慮の浅い女によって代表されている人々は、表面的な働きに
満足している。彼らは、神を知らない。彼らは、神の品性を学んでいない。神と交わっていない。
……彼らの神への奉仕は、形式化してしまう。」（『キリストの実物教訓』307 ページ）

※ 10 人のおとめ　＝　ラオデキヤ教会の霊的状態

「大部分の者たちが、前の雨を受けそこなっている。彼らは神が与えてきたすべての恩恵を受け損なっ
ている。欠乏は後の雨で補われると彼らは期待している。もっとも豊かであふれるばかりの恵みが
与えられるとき、彼らはそれを受けることを望んで心を開こうとする。しかしながら、彼らは大き
な誤りを犯している。もし、私たちが生きたクリスチャンの徳の模範として日ごとに成長していな
ければ、後の雨における聖霊の顕現を認めることはできないだろう。聖霊は私たちの周囲の心の中
に降るだろうが、私たちは、それを見分けることも受け取ることもできないだろう。」

（『牧師への証』507 ページ）

※「後の雨」を受ける条件　⇒　　　　　　　　　　　　　　　を受けること。

※「神の印」とは　　　　　　　　　　　　　　　　　である。

※ 終末時代の災害の嵐から守られる「木」とは何か？　

詩篇 1：3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※ 今日のあなたの決心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

Prepared by Norihiko Hanada


